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わが国専門図書館の統計分析的考察

A　Statistical　Analysis　of
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Masaya　Takayama
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　　　　Statistical　analyses　of　library　data　in　Japan　are　generally　of　deficiencies．　Although　special

libraries　in　Japan　have　been　active，　even　the　average　sizes　of　staff，　collection　and　expenditure

for　ljbrary　materials　have　never　been　calculated．

　　　　Using　data　assembled　in　the　Directory　of　SPecial　Libraries　（in　Japan）　1976，　the　author

calculates　．the　average　size　of　staff，　collection　and　expenditure　of　library　materials，　and　also

analyses　the　classi丘cation　schemes　and　catalogues　adopted　by　these　libraries．

　　　　The　author　analyses　the　relation　between　input　resources　（lr）　and　output　services　（Os），　the

mutual　relations　of　the　sizes　of　staff，　collection，　expenditure，　etc．，　as　input　resources，　and　percen－

tages　of　the　number　of　monographs，　journal　titles，　and　titles　of　newspapers　in　the　collection．

As　a　result，　the　author　reaches　a　conclusion　that　all　coefficients　of　correlation　show　high　values

（between　O．85　and　O．91），　and　obtains　equations　of　various　regression　lines　showing　correlations

between　factors　respectively．’

　　　For　example，　the　relation　between　the　input　resource　index　（lr）　and　the　output　service

index　（Os）　is　given　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Os＝O．483　lr十49．1

1t　is，　therefore，　necessarY　to　input　about　t　wo　（2）　units　of　resources　to　increase　one　（1）　unit　of

servlcee．
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わが国専門図書館の情報活動

A．専門図書館の概観

B．専門図書館の投入・保有情報資源
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IV．結

1．序

　専門図書館の実態は，公共図書館・大学図書館等の他

館種に比較して，従来その把握は困難であった。その理

由は若干の論文1）・2）に述べられているように，専門図書

館に関する基本的統計の不備と，専門図書館概念の不明

確さに帰せられるところが大きい。

　しかし，特に図書館の情報提供活動の面で，図書館界

の牽引車的な役割を果たす専門図書館の実態が定量的，

客観的に把握できないということは，図書館についての

理論・実務の両面にわたって，その正常な発展を阻害す

ることになりかねない。

　このような状況の下で，専門図書館協議会では，その

編集発行にかかる「専門情報機関総覧」1976年版3）掲載

の巻末に付属統計として，収録機関の諸データを集計，

し鉱上記問題点解消の一助とすることを企図した。

　しかしその集計は，はじめての試みでもあるため，必

ずしも，さまざまな目的のために利用しやすい形で集計

されているとは言い難い。そこで本稿では，専門図書館

についての理論・実務の両面にわたる発展向上に資する

ことを目的に，この「専門情報機関総覧1976年版」の収

録機関データを新たな視点を加味し再集計，分析するこ

とにより，我が国専門図書館の現状を客観的に把握する

ことを試みる。

　もとより同総覧はわが国専門図書館についての悉皆調

査ではないが，収録機関数は我が国専門図書館の約40％

前後をカバーすると推定され，4）専門図書館として平均

水準以上の活動を展開する図書館は，概ねこれを網羅す

ると考えてもさしっかえない。

　今，専門図書館の統計的な散布度を把握する指標とし

て，蔵書のうちの雑誌の受け入れタイトル数（延べ数）

をとると次のようになる。

平均値：X＝207（タイトル）標準偏差s＝52．6

　　　　　　　　　　　52．　6Pearsonの変化係数C＝　　　　　　　　　　　　　　＃　O．25
　　　　　　　　　　　　207

　専門図書館が全国に6，000館あると仮定して，「専門

情報機関総覧」を用いた以下の分析（収録機関2，006機

関のうち大学付属研究所等の図書館を除く1，660機関を

対象とした）の精度C（X）は，

　　c（X）≒vtN一　．一f，2一一V600編響汀（需

　　　　　1　O．　0053

となり，極めて高い精度となる。

　したがって，「専門情報機関総覧」収録機関の分析結

果が統計的に専門図書館の実態をかなり正確にあらわし

ていると考えてさしつかえない。

　更に，館種としての専門図書館の包含する範疇につい

ても多様な見解がある5）が，本稿では便宜的に，同総覧

の収録対象とした館種をもって専門図書館とする。

　　　　II．わが国専門図書館の情報活動

A・．専門図書館の概観

　本稿では情報活動の組織単位として専門図書館を対象

慰種にとりあげているが，専門図書館の定義は先に述べ

た如くむつかしい。その一因は専門図書館と呼ばれる館

種の中に設置母体や機能等に関して，さまざまな図書館

群を包含していることにある。例えば，今，前記総覧の

収録館を設置母体別にみると第1図のようになる。
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第1図　専門図書館設置母体別内訳

　最大のグループは予想どおり，民間営利企業が設置す

る専門図書館であるが，それに次いで地方自治体の設置

する専門図書館がある。このうちの主なものは地方議会

資料室と地方自治体設置の研究機関付属図書室である。

更に，大学付置研究所等の図書室が第3位を占める。この

第3グループはUNESCO等の統計上では，専門図書館

ではなく大学図書館に含められているが，　「専門情報機

関総覧」の編集に際しては，これらの各館が自ら専門情

報機関（即ち，専門図書館）として調査票を提出するた

め，専門図書館扱いをしている。Kruzas6）やASLIBの

便覧7）でも，専門図書館の定義を設置者基準によらず，

主題基準によるため，大学付置研究所等の図書室につい

ては同総覧と同様iの扱いをしている。しかし，この大学

付置研究所等の図書室等の分析は別途行うこととし，本

稿では割愛する。これらの各グループの他に国立機関や

学協会等軸営利団体に設置された専門図書館が比較的大

きなグループを形成する。

　これらの各グループの図書館がそれぞれ行う図書館活

動の細部について検討すれば，それぞれに特徴を見出す

ことができるが，第1［［章ではこれら各グループを一括し

て専門図書館という枠でくくって検討し，第皿：章で各グ

ループ別（主に業種別）の比較を行う。

　このように多様なグループで構成される専門図書館が

専門図書館という一法種として，公共図書館，大学図書

館といった高館種と対比されると次のような特徴を示

す。

　第2図から明らかなように，公共図書館，大学図書館

に比較して，対数，職員数蔵書冊数の何れをとってみ

ても，過去20年間においてその伸びは専門図書館がもっ

とも大きい。

　このような専門図書館の急膨張は，専門図書館の運営・

活動面に新しい問題提起とその解決法を集約的に惹起

し，専門図書館の活動に新機軸を導入しやすい状況を造

り出した。同時に，その存立について法的裏づけをもた
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　第2図　館種別，拡大比較図（昭和30～50年）
　　　　　　　（昭和30年＝100）

（出典：専門図書館協議会編　資料室業務の外部委託

　　1976，日本図書館協会編　図書館白書1977より）

ない専門図書館のこのような拡大は，それ自体が新機軸

として打ち出された専門図書館の各種サービスの有効性

を示すものでもあろう。

　そこで次に，専門図書館，公共図書館，大学図書館の

三館種について，館数，専任職員，蔵書（図書），年間資

料購入費の四要素の規模を比較すると第1表の如くにな

る。更に資料購入費について，学校図書館を加えた四館

種の比率は第3図に示すとおりである。

　第1表，第3図より明らかなように，今やわが国専門

図書館はその零細性の本質こそ変らないが，一館当りの

平均規模においても，館種別総体においても，他館種を

凌駕するか，比肩しうるまでに至っている。

　このような事実からも，我が国の図書館を論ずる上で

専門図書館を等閑にすることは許されない。

　そこで，専門図書館を情報提供機関とみなし，そこに

投入・保有される資源と産出されるサービスについて，

その実態を明らかにすることを以下に試みる。
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第1表館種別規模比較表

高 種

専　門　図　書　館

公　共　図　書　館

大　学　図　書　館
（短大，高専は含まない）

区　分 館　数
館

累計（2，006）

　　　　　i
専任職員数1蔵書数（図書）
　　　　人1　　　　千冊

9，　860 29，　446

一館当り ×一×　1
　　　”××1

4．　9 14．　7

累　訓 972 5，　415 33，　950

年間資料購人費
　　　　　千円

9，　507，　020

4，　739．　3

出 典

「専門情報機関総

覧」1976年版

一筆当り

累　　計

一館当り

××~×i 5．　6

805
（795）

××

黶~×

6，　792

8．　5

4，　345，　OOO

34．　9 4，　470．　2

「日本の図書館
1976J

84，　125 20，　608，　094

10　5．　8 25，922．1

「日本の図書館
1976］

注：（　）内は回答館数

公共図

　11．1

大学図

　34．8

427．’ T｛、意「リ

専門図

　22．2

学校図

　3エ．8

　　　　　　　（単位fE）

第3図　館種別年間資料購入費総額
　　　　　（昭和51年度）

（出所　専門図書館協議会事務局資料より）

B．専門図書館の投入・保有情報資源

　専門図書館が何時かの時点で，何らかの方法で提供す

るために，そこに投入されたり，保有している情報資源

にはさまざまなものがある。専門図書館の職員や，各種

の資料，経費予算として投下される資料購入費から，更

にはその専門図書館が長年にわたって培ってきた伝統や

信用，館員の築いた人脈，図書館の立地条件等に至るま

で，およそ広範囲にわたり，投入・保有情報資源の全項

目を列挙することは困難でさえある。また，これら情報

資源のサービス産出への貢献度は資源種類ごとにウェイ

トが異なるとともに，産出するサービスに応じて，情報

資源相互の比重がその都度変動すると考えるのが妥当で

あろう。

　本稿では，これら投入・保有情報資源と産出されるサ

ービスとの関係を動態的に把握し，その相互関係を一義

的に決定できる関係を把握しようとするものではない。

その試みは別途，諸事実が解明された時点で行うことと

し，その一一前提として，先ず，投入・保有資源のうち比

較的把握容易な職員数，蔵書数（図書，雑誌，新聞），

資料購入費額をとりあげ，サービス産出という動態的な

図書館活動から切り離して，専門図書館におけるこれら

諸資源の実態を静態的に分析する。

　なお，以下に示す諸量相互間の相関関係式は，1975年

時点での各業種平均値相互聞の関係を示すものであり，

各業種内での個別的図書館の構造および，投入資源と産

出サービスの関係を示す式でないことを予め明らかにし

ておく。

　1．投入・保有情報資源の種類別概況

　上述したように投入保有資源として，職員数（専任），

蔵書数（図書，雑誌，新聞），資料購入費をとりあげ，

わが国専門図書館の実態が如何なる状態にあるかを分析

する。

　a．専任職員数

　我が国専門図書館の1館当りの平均専任職員数をX

とし，標本平均値（X）を求めると4．7名（X　・＝4．7）の

値を得る。今，専門図書館の職員数別分布が正規分布し，

専門情報機関総覧から得られた標本が正しく母集団を代

表していると仮定すると，母平均（ξ）は4．7となり

l」C　一　．tl≦σである確率は68．3％以上，

六一ξ｝≦2σである確率は95．4％以上，

であるから，標本標準偏差（S）を計算すると，

s－
u塑霧望）a一一≒・・8

で，3．1名～6．5名の図書館が約68％以上，1．4～8．2名
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の図書館が約95％以上を占めるはずである。

　一方，現実の専門図書館は第4図に示すような分布図

となるが，職員数1名以下と6名以上の階級を適正に設

定することにより，正規分布型に近似した分布となる。

そして，現実の専門図書館の92．4％が10名以下（専門

情報機関総覧の階級設定が5～10名のため，8名の階級

までの館数合計が不能）となり，計算結果に近似する。
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智4図　職員数別専門図書館の分布

　（びぷろす，vo⊥．　No．11，　P．2より転載）

　b．蔵書数

　専門図書館がその情報資源として蓄積する資料類は多

種多様であるが，最も普遍的で，図書館としてなじみや

すく，かつ利用上の重要性の高い資料として，図書，雑

誌，新聞の三種をあげることができる。

　今，専門図書館全般を対象にして，1館当りの平均蔵

書数をみれば，図書が約12，000冊，雑誌が約200誌，

新聞が10紙程度となる。

　しかし，蔵書量については，各業種間でかなりの差が

あることもさることながら，民間営利企業と非営利機関

との間にもかなり大きな格差がみられる。すなわち，民

間営利企業についてだけみると，1館平均の蔵書量は図

書が約8，100冊，i雑誌が約180誌，新聞が約12紙とな

る。この民間営利企業（産業界）平均と専門図書館の全

体平均を比較すると，産業界の方が新聞紙数において上

回り，図書冊数では下回る。そして雑誌は比較的近接し

た結果が出ており，この結果からも産業界での情報管理

に対する考え方としての，情報の適時性，スペース効率

の重視といった姿勢が読みとれる。

　次に図書，雑誌，新聞の三者の間に何らかの関連があ

るか否かを調べる。

　先に，1971年時点でのデータを分析した専門図書館協

議会の報告書8）では，蔵書としての図書冊数と雑誌の誌

数との間に線型関係があるとして次の式を算出した。

Y＝4．26X－2．88

　ただし，X：雑誌丁数（百）

　　　　　Y：図書冊数（千）

　そこで，図書（B），雑誌（ノ），新聞（N）のそれぞれ

の相関係数（r）を求めると次のようになる。

r．」　＝　in－uth’Bi’rm」zL　，．　o．　sgs

vてΣ瓦露）曽てΣ7診）一

7躍一　Σゐ’瓦一〇．858
　　　ズ　　　　　　　　コロ　　　　　　　　　
　　　！〉（Σ∫乞2）（ΣN12）

　　　　　．，y．，　Azli・Bi
rArB　±　一　　　　　　　　　　　：O．　887

VてΣ煎罰只1Σ面面

　一方，y－7＝7η遺二一＠一励であるから，ここで1975
　　　　　　　　　Sx
年時点での図書，雑誌，新聞の関連を示す回帰式を求め

れば次のようになる。

B　＝　7．2J十5760　・・…

f　＝　26．6N－179．4・・

N＝　0．00036B一ト5。6

　　　（1）

　　　（2）

・・・・・…
@　（3）

ここで（1）を変形すると次のようになる。

ノ’ニ＝：　0．139B－800　　　・・… ”　（1）t

ただし，B：図書冊数，ノ’：雑誌誌数，　N：新聞紙数

v“
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第2表業種別蔵書数平均値

業種　＼＼

卸　　 冗業
金　 融　 当

盤　 険　 業

運　 輸　 業

通信・放送業
電気・ガス業
サービス業
そ　 の　 他

農林・水産・漁業

鉱　　　　業
建　 設　 業

食品製造業
繊維i・衣服製造業
木材・家具製造業
紙・パルプ製造業

出版・印刷業
化　学　工　業
石油・石炭製品製造業

ゴム製品製造業
窯業土石製品製造業

鉄鋼製品製造業
非鉄金属製品製造業

金属製品製造業
一般機械製造業
電気機械器具製造業

輸送用機械論造業
精密機械製造業
その他製造業
　　小　士

以　上　平　均
標　準　偏　差

国立機関＊
地方自治体
非営利団体
総　 平　 均

標　準　偏　差

図 書
　（冊）

和書　洋書　合計
7，　320

4，　064

3，　566

2，　200

5，　522

2，　125

2，　479

15，　585

3，　420

3，　046

1，　772

3，　021

4，　535

4，　019

2，　162

2，　615

3，　815

4，　929

2，　464

3，　727

3，　108

12，　852

11，　436

5，　419

22，　986

10，　462

6，　032

22，　375

6，　249

15，　372

7，　165

10，　074

1，　100

1，　600

925

1，　649

2，　770

355

1，　027

1，　551

2，　543

1，　853

1，　166

3，　536

2，　035

2，　303

928

1，　020

2，　242

2，　540

1，　095

2，　195

682

1，　229

2，　943

382

1，　805

2，　957

882

1，　908

1，　855

6，　085

1，　009

4，　438

8，　420

5，　664

4，　491

3，　849

8，　292

2，　480

3，　506

17，　136

5，　963

4，　899

2，　938

6，　557

6，　570

6，　322

3，　090

3，　635

6，　057

7，　469

3，　559

5，　922

3，　790

14，　081

14，　379

5，　801

24，　791

13，　419

6，　914

24，　283

8，　104

5，　410

21，　457

8，　174

14，　512

12，　039

6，　820

雑　誌（誌）

和誌洋誌合計
67

109

92

70

81

28

52

104

87

126

71

99

148

143

51

95

127

147

87

87

91

235

121

111

127

213

196

102

29

39

33

54

58

9

37

26

80

66

72

61

98

76

22

49

91

87

28

60

33

38

23

18

33

55

57

33

96

148

125

124

139

37

89

130

167

192

143

160

246

219

73

144

218

234

115

147

124

273

144

129

160

268

253

135

11gl　ss
－1

177

52．6

新　聞（紙）
国内紙掴綱合計

7．　4

15．3

6．　8

7．　4

8．　6

11．　5

5．　8

20．　2

9．8

13．　1

7．　6

4．　0

7．9

11．4

6．　8

7．9

6．　1

9．　1

8．　2

5．　2

10．8

17．　1

14．　3

16．4

18．4

11．9

14．　5

7．　8

2iil　，gi21

1．31　8．1

0．31　7．7
1．　2　　9．　8

61　，ilgl

61　’LglV，i

　　l1．61　21．81

0．61　10．4

0．81　13．9

1．Y　8．7
0．31　4．3i

O．6i　8．51

0．91　12．3

0．31　7．1

0．61　8．5

0．81　6．91

1．31　10．41

0．51，　8．7

0．21　5．4

3．01　13．8i［

1．7i　18．8

0．61　14．9

0．91　17．3

4．II　22．5

0．51　12．4i

4．31　18．8

0．9i　8．7

258

105

181

142

18

49

10．3

400

123

230

5．　3

6．　1

11．　0

1．　2

O．7

0．　1

1．　0

207

86．9i

11．5

4．　7

6．　0

6．　2

12．　0

10．0

2．　8

＊国立国会図書館は除いて集計されている，

一一
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　以上の（1）（2）（3）の各式により，図書，雑誌，新聞の

3種の蔵書の各2種間の関係が示されると共に，（1）’と

（2）の両式により，蔵書の代表指標として雑誌を選んだ

時，図書冊数や新聞の紙数を雑誌の誌数に換算して表示

することも可能である。

　c・資料購入費

　専門図書館が管理する資料購入費については「専門情

報機関総覧」では，実数値での表示はなく，全体を7階

級（class）に分けての階級表示であるため，本稿では各

級心をもって各館の資料購入費額とみなすこととした。

　全専門図書館を対象とした場合の平均は1館当り年聞

439川1」（標準偏差243．4）となるが，民間営利企業につ

いてみると1館平均が665万円（標準偏差194．4）とな

る。

　民間企業も業種によって，最高1館平均が年間928万

円の業種から113万円の業種まで，さまざまである。し

かし，平均値からみると，一般に民間営利企業の方が国

一

凡

一
例

一

500一

f齢

箋

400 一

｝
専民
門間
図企

一 書業
館体
全専：

体門
300 一

巣トゴ

一

館

鴨

一

一200 ｝

一

騨

100 一

唱

一

蓼
甥／　／間／購／費入

0厚 1
1

量1

P00

ユ01

`
301

`500

501
@～
P，000

ユ，001

@～3，000

3，000

怐p」J以上

第5図　年間資料購入費からみた専門図書館の分布

　（びぶろす，vo1．27，　no．11，　P．4より転載）

公立機関・非営利団体に比較して，多額の資料購入費を

投じていると言える。一方，地方自治体設立専門図書館

の資料購入費面での少なさが目立っている。

　なお，ここでは図書館で管理する資料購入費のみにつ

いて述べたことを付記する。

　d．その他

　投入資源としては，上記3種の他に，施設としての観点

から，専門図書館の床面積と閲覧者用座席数を把握した。

　その詳細は第3表に示すとおりであるが，民問営利企

業と非民間企業の間に大きな差異はみられない。平均す

ると1館当り650～750m2の面積を有し，閲覧用座席を

10～13用意しているのが専門図書館の平均的な姿であろ

う。

　2．投入・保有情報資源相互間の関連

　先に専門図書館の代表的情報資源指標として，職員数，

蔵書量，年間資料購入費をとったが，経験的にこれらの

指標の間には，かなり緊密な関連性があることがわかっ

ている。即ち，多くの蔵書量を維持するためには，そこ

に，より多くの職員数と資料購入費が投じられなければ

ならない。また資料購入費が多ければそれに応じて蔵書

量が増大し，そのための人手（職員数）が増加するはず

である。

　更にそこには，それら情報資源を利用して産出される

情報サービスが，これらの職員数，蔵書量，年間資料購

入費に影響するわけであるが，ここでは図書館の産出側

面にある情報サービスの影響を除いて，投入側面での諸

要素の相互関係についてだけ述べることとする。

　今ここで，職員数＠），蔵書量（受け入れ雑誌の延ベタ

イトル数）（y），資料購入費（2）とし，それぞれの相関係数

を求めれば次のとおりである。

r．y，　＝m．．lt｝ll！t　Yg，．．，．Yz：　一一一一io．sgs

ryz　＝

iv‘ i“Yx，，2）　（2’yi2）

　　Σ駒9乞

　　VてΣ翫2）（Σ9乞2）

　　　　　てヲγxx＝　　　　　三亜一一EIZIi一一一一≒0．900

　　v（一yxi・）（Σ酉一

ij　O．91

　以上のように職員数と蔵書量，蔵書量と資料購入費，

資料購入費と職員数がそれぞれ高い相関を示すことがわ

かった。

　しかし先に述べたように職員数，蔵書量，資料購入費

の三種の指標は相互に関連しているため，その中の任意

の二種の指標が高い相関を示しても，それは残りの一種
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第3表業種別各種指標平均値

農林・水産・漁業
鉱　　　　　　　業

建　　　設　　　副

食　品　製　造　業．

繊維・衣服製造業

木材家具製造業
紙・パルプ製造業

出版・印刷業
化　　学　　工　　業

石油・石炭製品製造業

ゴム製品製造業
窯業土石製品製造業

鉄鋼製品製造業
非鉄金属製品製造業

金属製品製造業
一般機械製造業
電気機械器具製造業

輸送用機械製造業

精密機械製造業
その他　製造業

卸・小売業
金　　　融　　　業

保　　　険　　　業

運　　　輸　　　業

通　信・放　送　二

品　気・ガ　ス　業
サ　e一一一・・　ビ　ス　業

そ　　　　の　　　他

以　　上　　平　　均

（標準偏差s）
国　　立　　機　　関＊＊

地　方　自　治　体

非　営　利　団　体

総　　　平　　　均

（標準偏差　s）

職員数
　（人）

　1．　6

　4．　1

　3．　3

　3．　0

　4．　1

　4．　0

　2．　0

　3．　2

　2．　7

＊46．9

　2．　9

　2．　6

　3．9

　2．9

　L8
　4．　3

　3．　1

　6．　7

　4．9

　1．9

　3．　7

　5．　1

　1．7

　3．　0

　7．　3

　4．0

　4．　2

　4．　1

4．　8

1．　7

面　積
（M2）

74．1

174．6

169．1

90．4

280．2

90．0

71．7

173．9

260．9

＊8，455．2

　563．1

　136．　2

　206．　1

＊10150．0

112．4

235．8

153．6

345．4

115．9

117．9

121．8

139．7

120．5

76．8

272．9

220．5

92．8

307．5

642．8

寒寒潜
（席）（万円）

　　1
3．　7

6．　7

6．4

10．1

13．　01

2．　0

3．　1

5．　6

11．8

22．7

9．　0

9．　7

11．4

8．　6

16．　1

7．　8

12．2

12．3

7．7

6．　8

6．　8

8．7

4．7

4．　8

10．6

11．8

6．　6

10．　5

10．2

3．　7

3．　8

3．　2

4．　3

1．1

　　　11，　326．　51

　330．6

1，　401．　5

743．4

10．7

15．4

7．　6

12．8

243

768

338

493

619

113

377

666

918

928

806

334

899

773

417

330

606

920

479

679

552

770

443

518

559

769

866

367

　665

194．4

446

121

242

　439

243．4

備考　＊明らかに調査票への記入に際して単位を誤まつ

　　　　たか調査項目の意味をとりちがえたと思われる

　　　　が，専門情報機関総覧に収録されているので，

　　　　ここではそのまま表示した．

　　＊＊国立国会図書館は除いて計算されている．

からの影響に基づくものであるかもしれない。そこで次

に偏相関係数を求めると次のとおりである。

r一￥y．z＝ngt－rydz’rz　x　＃o．423
V（1－ry、2）（1イ、の

　同様にしてγrz・x≒0。563，γzx．Y≒0．438を得る。

この偏相関係数の有意性を検定すると，

t。＿r・・yy・z隅一3＿2．470（数表よりr。．。。、一〇．5541）

　　Vfu一　riy・z）’

となり，この場合の0，1％規準の有意性の水準を充分に

満たす。PtYz・X，　rzx・rについても同様である。

　以上から専門図書館における職員数，蔵書量，資料購

入量は極めて高い相関を示すことが現実の統計データに

よって立証された。

　それでは次にこれら3種の指標の相互関係を把握して

みよう。

　職員数＠），蔵書量（y），資料購入費（Z）の間に線型

関係があると仮定すると，

y一一7＝物＿翌＠一の

　　　　　sx

であるから

　　y＝68．98x一一89．63　・・・・・・…

同様に

　　9：＝2．64Zノー107．17

　　x＝o．004g一一2．5

を得る。ここで（5）を変形しておく。

　　y＝O．379g十40．6　・・

一・…一一 i4）

…　一・（5）

　・（6）

’”
@（5）r

　ただ，注意しなければならないのは，ここに導かれた

回帰係数，並びに定数は絶対的なものではなく，あくま

でも1976年版の「専門情報機関総覧」に収録された図書

館の平均像を示したものにしかすぎないということであ

る。平均像も専門図書館をとり巻く諸環境の変動ととも

に変化するし，個々の図書館はその属する業種，サービ

ス環境，その他の諸条件の下で，ここに示した回帰式か

らは若干乖離しているのが常である。

　以上に述べた職員数，蔵書量（ここでは図書冊数で示

す），資料購入費の関係を視覚的に図示すると第6図，

第7図の如くになる。

　C・専門図書館の産出情報サービス

　専門図書館にさままざな情報資源が投入され，保有さ
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（単位：％）

？50万円 51
Aδ。

111

R00

301
T1。

511

P，000

1，000
`3，000

3，001
怏~以上

60．7 15．3 159 P1州
3gl　25

二／1
30．4 18．2 26．7 11．5 　1P0．82．4

@1／／ ／
19．3 12．1 24．9 13．1 19．3

　」
X．30．8

@i／ ／ ／　　1
15．2 9．4 24．1　　11．0　　20．9

1乳3ゑ1

年購

@間入
@中直
@料

E員激～1人

l人人人人～10人～15人～20人人以上

／　　　　　／

18．6 10．6 15．9 13．3　　17．7　　　20．4 3＝5

／ ／ ／ ／

5．2 11．3 21。6　　9．3 23．7 24．7　　4．1

＼ ／
15．41 8．4 14．7　9ユ 14．0 30．8 7．7

嵩 1／ ／
25．4 15．3

1

　16．85．15．1　　27．1

@　1
15．3

／ ／
13．64，513．6

@塁
18．1　　　　27．3 22．7

＼

31．7 ↓1・1 　1X．54．8

@1
6．3 17．5 19．0

（単位：Oo）

　　　O　t一一　50　151　一一

　　　　力円　　100
蔵書規模1

　（冊）l

　o　．s．　｛1）｛　s）1

ユ01～

　300
301　t－

　500
501　N

1，000

1，001～3，001力昭和49年度
3，000FL］エリ　L　」F土勾う三半こ1一購
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（東京都図書館協会報，no．55，　P．12より転載）

れるのは，言うまでもなく，情報資源の投入・保有が目

的なのではなく，図書館という組織の活動を通じて，そ

れが情報サービスとして産出されることに目的があるか

らである。前節においてはその投入・保有について，代

表的指標にもとづき，その関係を考察してきたので，こ

こでは産出サービスについて若干の考察を加える。

　一般に図書館のサービスはそれをtechnic　al　service

とpublic　serviceに分けて論じられるので，本稿もそ

れに準じることを目指すが，問題は専門図書館のサービ

ス統計の決定的なまでの不備である。本稿における使用

データの根拠である「専門情報機関総覧」においてもサ

ービス統計は極めて不備であるが，その中から，目録，分

類に関するデータを集めてこれをtechnical　serviceの

指標とし，閲覧貸出，および参考調査を除くその他の情

。　50　100　（90）
　　　　第7図蔵書図書規模高高料亭入費

報提供サービスをpublic　serviceの指標とする。（参考

調査を除いたのは，その統計が欠如しているためである。）

　1．資料の整理・組織

　a．目録の種類

　資料を検索する手段としての目録を考えると，その図

書館がどれだけ多くの目録を用意して，利用者の検索態

様に対応しようとしているかを把握することは，その図

書館の利用者へのサービス提供のレベルを測定する上で

重要な指標となるであろう。

　第4表に見る如く，それぞれの目録が採用されている

比率の総平均も，産業界平均も比較的類似した結果とな

っている。すなわち，目録の種類として最も多く用意さ

れているのは分類目録で，専門図書館界で用いられてい

る全目録を100％としたとき，その中の約35～36％を

占めるのが分類目録である。次いで書名目録の約32～

33％，著者名目録の21％前後と続く。この分類，書名

著者名の3種が専門図書館界の目録の主流である。

　これに対して件名目録は平均6～7％であり，最も高

い比率を示す金属製品製造業においても18．2％と20％

に達しない。この結果だけを見れば，主題から文献への

アプローチの手段は大幅に分類目録に依存しており，そ
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第4表専門図書館の目録の実態
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のため件名目録の比率が低いとも云えるが，わが国専門

図書館の実態をみると，分類目録と呼ばれているものの

実体が書架目録である場合も少なくない。

　このような実情を考えると，わが国専門図書館では文

献へのアプローチが依然として書誌データ中心であり，

主題からのアプローチの体制が必ずしも十分でないとい

うことが以上の結果から判明する。

　b．目録の形態

　専門図書館における蔵書の検索方式をどのような物的

手段に依存しているかを目録形態の面で把握した。これ

は言うまでもなく，検索の方式や手段が索引方式，目録

種類，分類方式等に直接・間接の影響を及ぼすからであ

る。

　目録形態としての検索方式の集計結果は予想どおり，

カード目録が過半数を占め，次いで冊子体目録の30％強

となる。コンピュータの利用は2～3％で，これはカー

ドセレクター等を使ったマシンソートカード方式を上回

る数値を示している。

　しかし平均してみるとカード目録と冊子体目録で全体

の80～90％を占めており，専門図書館の検索方式は目

録依存の伝統的な方式の域を出ていない。キーワードや

ディスクリプタ等の語を用いた索引方式を主体とする機

械検索方式は輸送用機器，繊維・衣服等の製造業を中心

にその萌芽がみられるにすぎない。

　c．採用している分類法

　分類の主要な機能として，分類白上による主題表示の

機能と排架上の位置決定機能が期待される例が多いが，

先に述べたように専門図書館の分類は，分類目録の本来

の使命である主題からのアプローチの手段としてより

も，書架上での配架位置決定の手段として利用される場

合が多い。

　専門図書館全体についてみると，最もよく利用される

分類法はN．D．C．であり，次いで独自分類，　U．D・C・と

続く。民間営利企業についてだけをみると，独自分類の

採用が最も高い比率を示し，N．D，　C．とU・D・C・が少差

で並ぶ。これは製造業を中心にU．D．　C．と独自分類の採

用比率が高まった結果であろう。

　一一般的傾向として，N．　D．　C．は非製造業と国公立機関

での採用比率が高く，U．　D．　C．は製造業に採用が集中す

る。独自分類は業種，機関の種別を越えて高い比率を示

す。

　高率を示す独自分類に言及すれば，これは専門図書館

として，一般分類法を十分に使いこなした上での特殊分

第5表　業種別採用分類法の実態（％）
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類法として独自分類を採用したとは考えられず，9）むし

ろ，一一般分類法採用の前段階的な，初歩的な分類として

の独自分類を採用している例が多数を占めると推定され

る。第8図に見る如く，蔵書規模の小さい図書館で独自

分類採用の比率の高まっていることがその推定の根拠

である。

　2．提供する情報サービス

　a．閲覧・貸出
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・単位：％
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　第8図　蔵書規模別の採用分類法

（びぷろす，vo1．27，　no．11，　P．8より転載）

　　　　　　　O　50　1009．
第9図　部外者に対する閲覧・貸出サービス

　（びぷろす，vo1．27，　no．11，　P．9より転載）

　「専門情報機関総覧」には，部内者に対する閲覧・貸出

サービスの統計はない。これは部内者への閲覧・貸出を

行うのは自明のこととされているからである。このこと

は部外者へのサービスから間接的に推定できる。本来，

専門図書館の多くは部外者へのサービス義務を負っては

いない。それにもかかわらず，若干の制約の有無を無視

すれば，約80％に近い専門図書館が部外者の閲覧を認め

ているばかりか，過半数の図書館が貸出，相互貸借にも

応じていることが第9図からも明らかである。

　したがって専門図書館の本来目的とする利用対象者へ

の閲覧・貸出サービスは，そのサービスの質を度外視す

れば，ここでは全て一様に行われているものと考えるこ

とができる。

’なお，専門図書館の保有する閲覧サービスのため座席

数の全国平均は12．8であり，産業界平均は10．2となっ

ていることを付記する。

　b．各種情報サービス

　専門図書館の実施しているサービスのうち，閲覧・貸

出，および参考調査を除いたものをここではとりあげ

る。

　具体的な提供サービスとしては，複写，受入資料案内，

コンテンツ・シート・サービス，雑誌記事索引作成，特定

主題別目録の作成，抄録，翻訳，その他，の8種に分け，

その実施状況を集計した結果は第6表に示すとおりであ

る。

　全体をみると最も実施率の高いサービスが受入資料案

内で，これに二期で複写サービスが続く。この2種のサ

rスにやや離れて，コンテンツ・シート・サービス，

雑誌記事索引作成，抄録，特定主題別目録，翻訳の順で

実施比率が減少してくると言える。

　このサービスの順位は全体平均と産業界平均の間で

は変化はないが，1館当りのサ“一一…ビス種類数（閲覧・貸

出，参考調査を除く）では全体平均では1．5種未満であ

るが，産業界平均は2．07種となる。特に製造業と所謂

一一
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第6表実施している各種情報サービスの比率

サt・一一・・ビス種別

単位

農林・水産・漁業

鉱　　　　　業
建　　設　　業

食品製造業
繊維・衣服製造業

木材家具製造業
紙・パルプ製造業

出版・印刷業
化　学　工　業
石油・石炭製品製造業

ゴム製品製造業
窯業・土石製品製造業

鉄鋼製品製造業
非鉄金属製品製造業

金属製品製造業
一般機械製造業
電気機械器具製造業

輸送用機械製造業

精密機械製造業
その他製造業
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と産出サービス（Os）との関係

情報関連三次産業では，実施している情報サービスの種

類数が高くなっており，非鉄金属製品製造業の如く，平

均3種を越えているところもある。

　また，全体として複写サービスの実施率が予想より低

目に出ているが，これは複写機の管理を図書館で行って

いる場合のみの比率と解釈すればよいであろう。

　何れにせよ，この表からも小人数，小規模で多様なサ

ービスを実施する専門図書館の特徴の一端がうかがえる

が，以上の結果から閲覧・貸出，参考調査の他に受入資

料案内と複写サt一・・一・・ビスを実施するといったところが平均

的な専門図書館のサービスの実情であろう。

　c・投入・保有資源と産出サービスの関連

　我々は経験的に図書館への資源の投入が増せば，それ

だけ産出するサービスも充実できると考えている。逆に

産出するサービスを充実するには資源投入が増大しなけ

ればならないと考える。今本稿では，投入・保有資源に

ついても，産出するサービスについても，その質的側面

は全て一様であると仮定している。即ち，大学院課程を

修了した司書も，そうでない非専門職も専任職員であれ

ば同等の1名と数え，提供するサービスもどんなに内容

の深い専門化した情報の提供も，単なる一枚の複写のサ

ービスもこれを同等の1件と数える。更に資源について

も，サービスについても，その全てを網羅するものでは

ない。

　しかし，前節までにとりあげた投入・保有資源（職員

数，施設面積，蔵書量，資料購入費）とサービス（閲覧

サービス用座席，目録種類数，情報サービス種類数）の

各指標について，その経験的主観を検証しておくことは

必要なことである。

　そこで本節ではこれら投入・保有資源と産出サービス

との関連について考察を加える。

　先ず，資源，サービスの各諸指標の計測単位を揃える

ために次の操作を行う。

lri　＝　一1；一　（lpi　＋　lsi　＋　IHi　＋　IBi　＋　lzi　＋　Ui　＋1　Tt　＋　ILzvi

一一一一
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　この結果lrは投入・保有資源の産業界（民間営利企

業）平均を100としたときの水準値の総合平均値を示し，

Osは産出サービスの産業界平均に対する総合平均の水

準値を示している。

　またそれぞれの指標の水準値は第7表のとおりであ

る。

　今JrとOsの相関係数をとれば次のとおりになる。

　　　　rb　os　＝　O．　913

このようにかなり高い相関を示すのでlrとOsの間に

線型関係があると仮定し，回帰式を求めれば，次の式を

得る。

　　　　Os＝O．483　1r十49．1　・・・・・・…　（9）

42．4 20．1 9．4 7．4 6．5 6．0

N　　　　N　　　N
N　　　　X　　　　N　　　t

l　　　　　N　N　　s

N　　　　X

40．8 20．4 15．3 9．2
3．1

7．1
4．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員数1

　　・一・島1ボ　。．．　f’：
　　　　第11図　資料購入費と情報サービス　　　　　　　　　　i

　ただし，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　砺：職員数　　　　玩：洋雑誌数

　　煽：面積　　　玩：国内新聞数　　　　　　　2
　　煽：和書数　　　　lnt：外国新聞数

　　1bガ洋書数　　　　砺：資料購入費額　　　　　　　　　　3

　　玩：和雑誌数

　　iは業種・設立機関を示し，ラ…ずはそれぞれの指　　　　4

　　標の産業界平均値を示す。

　　　　ir一一i，i．i一　・・・・・・…（7）’　s

同様に

Osi＝＝一P］一（O＆＋oc，＋ol，）　．．．．．．．．．（s）　6一一・io

・β乞一 �E・C乞一霧・…　＝・　一1Zi／lli’　　・1－15

　ただし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　一　20
　　0bi：座席数，0。i：目録種類数，

　　Oii　：情報サービス種類数

　　れま業種・設立機関を示し，b，　c，　iはそれぞれの産　　　21～

　　業界平均を示す。
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第14図　資料購入費別にみた目録種類

　この（9）式により，我々が経験的にもっていた印象ど

おり量的により高水準の情報サービスを実施するために

は，量的により高水準の情報資源を投入・保有する必要

のあることが立証された。

　しかも，産出サービスを指標で1単位増大させるには，

投入資源を指標で2単位以上増大させなければならない

ということを我々はよく認識する必要がある。

　このような投入・保有資源と産出サービスとの関連を

個別に視覚的に表すと第11，12，13，14，15図の如く

になる。

　言うまでもなく，現実の図書館活動をシミュレートす

るには，このような投入資源と産出サービスの関係はそ

の一側面をあらわすだけにすぎない。その他に効率，コ

スト，10）更にはサービスの評価，11）投入資源の質等，多

面的でさまざまな関係を組み合わせ，総合的に検討を加

えなければならない。しかし，これらの効率，コスト，

サービスの質的評価の定量的な把握はその必要性は認め

られながらも，多くの困難な問題を有するため，本稿で

は投入資源と産出サービスとの関係についてのみ言及す

るにとどめる。

一一一
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　　　第7表資源・サービス水準値総合表
××

wL
D．

業種

×
×

項目

xx
?ｘｘｘｘ?

農林・水産・漁業

鉱　　　　　業

建　　設　　業

食品製造業
繊維・衣服製造業

木材・家具製造業

紙・パルプ製造業

出版・印刷業
化　学　工　当
石　油・石炭製品
製　　造　　業

ゴム製品製造業

窯　業・土石製品
製　　造　　業

鉄鋼製品製造業

非鉄金属製品
製　　造　　業

金属製品製造業

一般機械製造業

電気機械器具
製　　造　　業
輸送用機器製造業

精密機械製造業

その他製造業

卸・小売業
金’　融　　業

保　　険　　業

主　　輸　　業

通信・放送業
電　気・ガス業

サー　ビス業
そ　　の　　他

　総　　　　合

投 入　・　保

　7

和雑誌

有 資 源

　ID
職員数

33．　3

85．4

68．8

62．　5

85．4

83．3

41．7

66．　7

56．3

977．1

60．4

54．2

81．3

60．4

37．5

89．　6

64．　6

139．6

102．1

39．6

77．1

106．3

35．4

62．5

152．1

83．3

87．5

85．4

100．0

　IS

面積

　11．5

　27．1

　26．3

　14．1

　43．6

　14eO

　lle2

　27．1

　40．6

1315．4

　87．6

　21．2

　32．1

1579．0

　17．5

　37．7

　23．9

　53．　7

　18．0

　18．3

　18．9

　21．　7

　18．7

　11．9

　42．5

　34．　3

　14．4

　47．8

100．0

　IH

和書

　IB

洋書

117．1

65．0

57．1

35．2

88．　4

34．0

39．　7

249．4

54．7

48，7

28．4

48．3

72．　6

64．3

34．6

41．8

61．0

78．9

39．4

59．　6

49．7

205．7

183．0

86．7

367．8

167．4

96．5

358．1

100．0

59．3

86．3

49．9

88．9

149．3

19．1

55．4

83．6

137．1

99．9

62．　9

190．6

109．7

124．2

50．0

55．0

120．9

136．9

59．O

118．3

36．8

66．3

158．7

20．　6

97．3

159．4

47．5

102．9

100．　O

56．3

91．6

77．3

58．8

68．1

23．5

43．7

87．4

73．1

105．9

59．7

83．2

124．4

120．2

42．9

79．8

106．7

123．5

73．1

73．1

76．5

197．5

101．7

93．3

106．’
V

179．0

164．7

85．7

100．　0

洋雑誌

50．　0

67．2

56．9

93．1

100．0

15．5

63．8

44e　8

137．9

113．8

124．1

105．2

169．0

131．0

37．9

84．5

156．9

150．0

48．3

103．4

56．9

65．5

39．　7

31．0

56．9

94．8

98．3

56．9

100．0

　IT
国内紙

71．　8

148．5

66．0

71．　．Q

83．5

111．7

56．3

196．1

95．1

127．2

73．8

38．　8

76．7

110．7

66．0

76．7

59．2

88．3

79．　6

50．　5

104．9

166．0

138．8

159．2

178．6

115．5

140．8

75．7

100．　0

　刀▽

外国紙

16．7

91．7

108．3

25．0

100．O

　　o

　　o

133．3

50．0

66．7

91．7

25．0

50．0

一　75．0

25．0

50．0

66．6

108．　3

41．　7

16．7

250．0

141．6

50．0

75．0

341．　6

41．7

35803

75．0

100．　O

　IY
資料
購入費

36．5

115．5

50．8

74．1

93．1

17．0

56．7

100．2

138　．．　0

139．5

121．2

50．2

135．2

116．2

62．7

49．　6

91．1

138．3

72．0

102．1

83．0

115．8

66．6

77．9

84．1

115．6

13Q．2

55．2

　b・

総合

100．　0

50．　3

86．5

62．4

58．2

90．2

35．　3

40．9

109．　8

87．0

332．7

78．9

68．5

94．6

264．6

41．6

62．　7

83．4

113．1

59．2

64．　6

83．6

120．7

88．1

68．7

158．6

110．1

126．5

104．7

100．　0

産出サービス

国　立機　関＊

地方自治体

非営利団体

77．1

79．2

66．7

206．4

51．4

21　8．　0

24　6．　0

114．7

161．2

328．0

54．　4

239．2

21　6．　8

88．2

152．1

224．8

31．0

84．5

51．5il　58．3

59．2i　8．3

106．81　83．3
　　1

　OB

座席

67．1

18．2

36．4

36．3

65．7

62．　7

99．0

127．5

19．6

30．4

54．9

115．7

222．5

88．2

95．1

111．8

84．3

157．8

76．5

119．6

120．　6

75．5

66．7

66．7

85．3

46．1

47．1

103．9

115．7

64．7

102．9

100．O

　　Ii
164．Oiiil　104．9

56．111　151．0

127．611　74．5

　OC

目録

62．　2

82．7

86．7

92．4

107．1

　　0

75．1

114．7

103．6

97．8

88．9

83．6

111．6

97．8

75．1

90．2

109．3

111．1

101．3

107．6

72．9

92．0

98．2

57．8

120．9

116．4

118．2

124．9

100．O

107．1

80．0

74．2

　Ol
情報サ
・一 rス

61．4

75．8

87．9

94．2

95．2

　　0

73．9

96．6

108．7

111．1

91．3

78．7

119．3

147．3

85．5

139．1

112．0

115．9

77．8

100．5

69．　6

73．9

65．7

70．0

103．4

109．　7

101．9

103．4

100．O

63．　8

58．5

66．2

　Os

総合

53．　3

74．71’

79．1

95．　2i　i

109．9

　6．　5

59．　8

88．　7

109．3

143．8

89．5

85e8

114．2

109．8

106．1

101．9

113．6

115．9

84．9

91．　6

6g．71’

83．7

70．0

58．3

109．4

113．9

94．9

110．4

100．O

91e9

96e5

71．6

＊国立国会図書館を除く．
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第8表業種別専門図書館水準値（平均値＝100）
・×

x×

業種

項目

× x．

館　数
（90）

農林・水産・漁業

鉱　　　　業1
建　　設　　業

食’品製造業
繊維・衣服製造業

木材製造業
紙・パルプ製造業｝
　　　　　　　　1
出版・印刷業
化　学　工　業
石油・石炭製品製
造業
ゴム製品製造業
窯業・土石製品製
造業
鉄鋼製品製造業
非鉄金属製品製造1
業

金属製品製造業

一般機械製造業
電気機械器具製造
業
輸送用機器製造業

精密機械製造業

その他製造業

卸・小売業　　　　　　　　1
金　　　融　　業
保　　険　　業1

1．8

0．　9

4．　8

4．　6

4．　2

0．　2

1．6

2．　3

15．3

2．　5

1．1

2．0

5．　3

2．　5

1．　6

4．1

8．9

4．9

　　1

1．51i

3．　li

職員数

運　　輸　　業

通信・放送業
電気・ガス業
サー　ビス業
そ　　　の　　他

33．3

85．　4

68．　8

62．5

85．4

83．3

41．　7

66．7

56．3

977．1

60．4

54．2

81．　3

60．4

37．5

89．　6

64．　6

139．6

2．21・　102．1

　　39．　6

　　77．1

6．81　106．3

1．7i　35．4

2．5i　62．5

3．61　152．1

3．21　83．3

4．31　87．5

2．71　85．4

合計・総平君

国　立　機　関
国立機関（除く国
立国会図書館）

地方自治体

非営利団体

100．O 100．　0

162．　5

77．1

79．2

66．7

面　積

11．5

27．1

26．3

14．1

43．6

14．0

11．2

27．1

40．6

1，315．4

87．6

21．2

32．1

1，579．0

17．5

37．7

23．9

53．7

18．0

1，Q，．3

18．9

21．7

18．7

11．9

42．5

34．3

14．4

47．8

100．0

270．3

206．4

51．4

218．0

座　席

36．3

65．7

62．　7

99．0

127．5

19．6

30．4

54．9

115．7

222．5

88．2

95．1

111．8

84．3

157．8

76．5

119．6

120．6

75．51

　　166．7

66．7

85．3

46．1

47．1

103．9

115．7

64．7

図 書

和　書

102．　9

117．1

65，　0

57．1

35．2

88．　4

34．　0

39．　7

249．4

54．7

48．　7

28．4

48．3

72．6

64．　3

34．　6

41．　8

61．0

78．9

39．4

59．　6

49．7

205．7

183．　0

86．7

367．8

167．4

96．5

358．1

100．0

201．0

104．9

151．0

74．5

100．　0

418．5

246．0

114．7

161．2

洋　書

59．3

86．3

49．9

88．9

149．3

19．1

55．4

83．6

137．1

99．9

62．9

190．6

109．7

124．2

50．0

55．0

120．9

136．9

59．0

118．3

36．8

66．3

158．7

20．6

97．3

159．4

47．5

102．　9

100．O

533．　5

328．0

54．4

239．2

合　計

103．9

69．9

55．4

47．5

102．3

30．6

43．3

211．5

73．　6

60．　5

36．3

80．9

81．1

78．0

38．1

44．9

74．7

92．2

43．9

73．1

46．8

173．8

177．4

71．　6

305．9

165．6

85．3

299．6

100．0

444．7

264．8

100．9

179．1

雑 誌

　　　　
和雑誌洋雑誌

　　　　93．1

　　　100．0

　　　　15．5

　　　　63．8

　　　　44．　8

　　　137．9

105．9i　113．8

59．71　124．1

83．2P　105．2

124．41　169．0

120．21　131．0

42．91　37．9

79．81　84．5

106．71　156．9

123．51　150．0

73．ll　48．3

73．ll　103．4

76．51　56．9

197．5i　65．5

101．71　39．7

93．3i　31．0

106．71　56．9

179．01　94．8

164．71　98．3

85．71　56．9

100．Oi　100．0

　　　
56．3i　50．0

91．6　　67．2

77．31　56．9

58．s1

68．1

23．5

43．7

87．4

73．1

合　計

54．2

83．6

70．6

70．1

78．5

20．9

50．3

7，3．4

94．4

108．5

80．8

90．4

139．0

123．7

41．2

81．　4

123．2

132．2

65．0

83．1

70．1

154．2

81．4

72．9

90．4

151．4

142．9

76．3

273．9

21　6．　8

88．2

152．1

337．9

224．8

31．　0

84．5

100．O

294．9

225．9

69．　5

129．9

新 聞

国内紙

71．　8

148．5

66．0

71．　8

83．5

111．7

56．3

196．1

95．1

127．2

73．8

38．　8

76．7

110．7

66．0

76．7

59．2

88．3

79．6

50．5

104．9

166．0

138．8

159．2

178．6

115，5

140．8

75．7

100．0

101，9

51．5

59．2

106．8

外国紙合　計

16．7

91．　7

108．3

25．0

100．O

　o．　o

　o．　0

133．3

50．0

66．7

91．7

25．0

50．0

75．0

25．0

50．0

．66．6

108．3

41．　7

16．7

250．0

141．6

50．0

75．0

341．　6

41．7

358．3

75．0

100．O

150．0

58．3

　8．　3

83．3

66．1

142．　6

70．4

67．0

85．2

100．　0

50．4

189．　6

90．4

120．9

75．7

37．4

73．9

107．0

61．7

73．9

60．0

90．4

75．7

47．0

120．0

163．5

129．6

150．4

195．7

107．8

163．　5

75．7

100．0

107．　0

52．2

50．4

104．3

資　昌
昌入費

36．5

115．5

50．8

74．1

93．1

17．0

56．　7

100．　2

138．0

139．5

121．2

50．2

135．2

116．2

62．　7

49．6

91．1

138．　3

72．0

102．1

83．0

115．8

66．6

77．9

84．1

115．6

130．2

55．2

100．O

69．　8

67．1

18．2

36．4
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　　　第9表　業種別，採用目録方式別館数 （単位，館）

＼　　項目

　　　　×’K一　xX　．．．

業種　　　　　＼

農林・水産・漁業

鉱　　　　　　業

建　　設　　業

食品製造業
繊維・衣服製造業

木材・家具製造業

紙・パルプ製造業

出版・印刷業
化　学　工　業
石　油　・石　炭

製品製造業
薫ム一撃薯

製品製造業
鉄鋼製品製造業
非　鉄　金　属
製品製造業
金属製品製造業

一般機械製造業
電気機械器具
製　　造　　業
輸送用機械製造業

精密機械製造業

その他製造業

卸・小売業
金　　　融　　糞

溜　　険　　業

運　　輸　　業

通信・放送業
電気・ガス業
サー　ビス業
そ　　　の　　　他

以　上　合　計

国　立　機　関

地方　自　治体

非営利団体

総　　合　　　計

目 録 種 類 目録形態（検索方式）

著者名 書　名

　’

4e

　l
2i

14

17

18

E
il

i！

2：

　t
7

5

9

40

16

7

6

7

29

7

2

18

13

20

14

6

5

22

26

28

9

15

97

14

8

12

34

15

7

23

60

31

16

10

12

41

11

11

24

22

24

17

分類件名詐ワその他

10

　6

29
25ii

251

　9

18

103

18

　6
io1

4i1

15

6i’

24i

67i

33

14i

　1
10

14

41

12

13

271

27

28

22

11
　　　o
5i　61

71　31

5i　3
51　41
－1　一

ll　1
41／　0

201　3
01　1
01　1
21　1
71　1
61　1
411　0

71　4
7i　1
10i　10

21　2

1…
　L

21　OI
g　gl
　　　olo1

71　0
3」　2

12e　6
41　21
rL一一一i

o

o

1

1

2

0

1

2

0

0

0

374

2

0

0

0

2

0

0

2

3

1

0

0

3

1

3

3

600

136

171

63

744

　146

　315

　78

1，139

653 122 47

　1781　191

335堰@70ii

．」　rZ．9．L一…“1－s．1”

1，2391　226

2

5

1

55ト

27

3

17

2

49

合計平均臥ド肝体

，，1

，3P
g，6　ii

翌｝

zg　iii

248 S9

旧録 目録
ルーズ
リーフ

1・　19U

li　igi1

3－1，0iH

－ii

ii　！gi1

2．331

？・　？9　ii1

2．00i

1．881

iii

／’一　iL

20

261

igi

－
41

17

911

14

7［

11i

31

i21

51

1　9i

53

24

11

8

11

39

10
　1

11

26

21

24

19

：1

聞

落｝

g
sgl

gll

iii

，iT

igl

ki

畢

ii’　ii

圏

ハンド
ソート
カーード

2

2

12i

61

6

4

1

15

0

0

2

9

1

2i

マシソ
ソーート

カード

コンピ
ュータ

18

30

108

44

22

67

177

100

41

29

41

114

31

26

79

68

93

62

1，　823

484

913

232

2．　51

2．20

1．　69

2．　03

2．46i

2．50

2．28

2．42

1．　64

2．07

2．21

1．30

2．72

2．　62

2．66

2．　81

2．25

2．　41

1．　80

1．　67

549

161

274

74

6

9

7

3

3

3

7

2

5

3

2

8

0

332 120

78

230

45

10

20

7

g
刮

21i

l
gl

g
乙

8i

i・l

ll

sl

si

ol　o

Ol　0
2F　1
01　1

21　5

01　1
01　o　　　l
6i　4i
ol　li

Ol　O
oi　o
li　o
li　O
lj　O
ii　21

1…
Ol　1
01　OI
811　8ii

　　　o101

01　ol

ol　oi
gA　R］

OI　　　o

19

1，0581　685 157

1

4

1

25

23 30

oi

3

0

261　401

11

8］

i
il

I
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　　　わが国専門図書館の統計分析的考察

第10表　業種別，分類別，サービス種別実施台数 （単位，館）

＼戸外

業種　＼UDC
農林・旙漁業・1

鉱　　　　　　業　　3

建　　設　　業　　10

食品製造業　　9
繊維・衣服製造業　　　6

木材家具製造業

紙・パルプ製造業　　2

出版・印刷業　　0
化　学　工　業　　38

褻脚擁畢　8
ゴム製品製造業　　3

蛋藷擁蘂　4
鉄鋼製品製造業　　20

輩擬製㌔塁　2
金属製品製造業　　2
一・ ﾊ機械製造業　　11

売気鍵盤33
輸送用機械製造業　　12

精密機械製造業

採　　用　　分　　類 実施情報提供サービス

その他製造業
卸・小　売　業

金　　融　　業

保　　険　　業

運　　輸　　業

通信・放送業
電気・ガス業
サー　ビス業
そ　　の　　他

NDC

6

4

0

1

0

0

3

4

1

1

5

1

41

9

8

1

12

31

3

2

0

5

3

1

5

12

9

2

4

6

13

5

8

9

15

8

DC

1

8

2

i

g

8

8

8
8ii

gil’

811i

gl

gl

glli

独　自 その他受入資F・　tl　tk記縣雛勲鯛
腿内サ＝ビ型

合

計

4

1

13

7

10

5

6

30

7

1

6

15

9

3

6

16

12
41

1

7層

18i

7
51

12

s1

20i

8i

　旨

oil

i1

8

1
gl

含

811i

1

8
創

劉

6i

8ilii

gl’I

gl1

6

3

24

24

20

5

14

87

15

5

7

31

13

6

27

55

31

11

9

，l1

6
量

，il

楼

誓

！gl］

ili

・1・　li

21

ol

i1

4

6

3

1

6
　1
15

2

0

1

8

4

3

7

11

4i

o

1

41

　’

12

31

3i

71

71i

　1
101

　E
sl

　L．

2i　o・

o｛　o
　　

513
1－
」　＿

2　　　0

1　　　0

7　　18

0　　　5

1　　　1

1　　　1

、4　　　8

4　　　5

1　　　1

8　　　6

6i　9
7　　12

01　　2

1　　ii
21　　31

31　　1

01　，1

2　　1［

il　；’i

　　　　l
3i　31
61　2i
l　　i

複　写 その他

計

国　立　機　関

地方自治体

非営利団体

総　　合　　計

183

25

9

3

220

9

190

95

195

28

508

2ji

8

1

0

図

，g9，　li’

37　l1

37

11

．33

　9

11

20

19

27

14

537

　T
111　420

．　．．“．r！”m．．　．一　．一H　1．

　1
11il　115

271i　228

5ii　5i
　i1

801ii　931
1i

9ii

51i

22

20

24

8

13

88

11

6

8

31

17

7

23

44

24
　：

10

7

131

301

51

gl

l？1

塗

1　31

o

o

2

2

4

1

1

13

0

1

1

2

4

0

3

2

5

1

1

0

1

0

1

5

3

2

4

226 128 76 93 55

33i　1　61

　1
221　　551

　　

ill　181
　1　　　　　1

8i1

2611i

iol

　1

　i
2］

27i

7i

　1

4

2

4

504 59

78

241

82

2921　217 120 129 65 905

合　計

19

11

71

72

，67

20

38

279

46

17

26

106

61

23

95

167

96

29

25

36

84

19

29

62

59

74

47

1，　678

1011　266

12’ll　613

8」　191

89 2，　367
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第11表　業種別専門図書館投入・保有資源推移（一事平均）

建　設　業

食品製造業

化学工業

鉄鋼製品
製　造　業

一般機械
製　造　業

調査時点

1955

1967

1971

1975

1955

1967

1971

1975

1955

1967

1971

1975

1955

1967

1971

1975

1955

1967

1971

1975

　　　　　　　1955
　　　　　　
電気機器i1967
製造業！1971
　　　　　11975

金　融　業

1955

1967

1971

1975

職員数
　　（人）

3．　6

3．　7

3．　3

L2
L3
3．4

3．　0

2．　5

3．4

3．　8

2．　7

7．　3

2．　2

4．4

3．　9

3．1

3．　6

4．　3

L7
4．0

5．1

3．1

7．　4

4．　5

5．1

5．1

資料購入費
　　（千円）

3，　208

5，　844

3，　380

1，　175

2，　308

5，　736

4，　930

1，　002

3，　704

7，　232

9，180

1，　470

2，　130

5，　620

8，　990

1，　176

3，　380

3，　300

1，　660

3，　757

5，　468

6，　060

2，　062

5，　614

5，　159

7，　700

延面積
　　（M2）

108

106

169

和　　書
　　（冊）

2，　830

3，　463

3，　566

24i

64

105

90

48

204

200

261

165

108

297

206

359

101

236

66

110

171

154

116

250

198

140

　987
1，　241

1，960

2，200

2，　055

2，　807

4，　290

3，　420

4，　313

2，　714

5，　708

4，　535

2，　424

3，　229

2，　615

3，　211

g126s

5，　182

3，　815

洋　　書
　　（冊）

1，　630

1，　672

　925

　817

1，160

1，　811

1，　649

1，　646

1，　846

2，　578

2，　543

3，　864

1，　737

3，　247

2，　035

　763

1，139

1，　020

2，　983

1，　693

2，　546

2，　242

8，0801　1，888

20，290［　5，600

16，2191　4，530

12，8521　1，229

和雑誌
　　（種）

108

146

92

68

58

77

70

64

126

121

87

134

101

167

148

94

113

95

88

110

153

127

88

603

295

235

洋雑誌
　　（種）

52

59

33

66

38

64

54

50

99

84

80

149

55

114

98

41

55

49

89

110

129

91

11

89

83

38

座席数
　　（席）

12

8

6

9

12

13

10

10

14

11

12

14

9

16

11

13

9

8

7

14

16

12

10

10

9

　　　III．我が国専門図書館の業種別実態

　前章においては，原則として専門図書館を，その属する

業種や設立機関の特性に関係なく一様なものとみなして

話をすすめた。しかし，言うまでもなく，専門図書館は業

種や設立機関によって，その図書館の構造も活動も大き

く異なる。そこで本章では，このような業種別の差異に

焦点をあててみる。

　A．業種別専門図書館の現状と特性

　業種別にみた専門図書館の投入・保有資源の平均値と

産出サービスの状況はそれぞれ，第2表，第3表，第9

表，第10表のとおりである。

　これらの表をみると，資源，サービスともに平均を上

回っているもの，下回っているもの，またどちらか一方だ

けが上回っているもの等があり，更に投入資源に比して

産出サービスが大きい業種や小さい業種があるのに気づ

く。そこで前出の資源，サービスの総合指標lr，　Osを

利用して，それぞれを縦軸，横軸とする平面上に各産業

をプロットすれば第16図のようになる。

　今，lr＝Os＝100（民間営利企業の平均値）を原点に

一一
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P
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0 50 100 150
〉

N鉱業極設置機関
1　　農　林・水　産・漁　業
2　　鉱　　　　　　　　　　業
3　　建　　　　設　　　　業
4　　食　　品　　製　　造　　業

5　繊維衣服製造業
6　木材・家具製造業
7　　紙・パルプ製造業
8　　出　版・印　刷　業
9　　化　　　学　　　工　　　業
10　　石油・石炭製品製造業
11　ゴム製品製造業
12　窯業土石製品製造業
13　鉄鋼製品製造業
14　　非鉄金属製品製造業
15　金属製品製造業
16　一般機械製造業
17　電気機械器具製造業
18　輸送用機械製造業
19　精密機械製造業
20　その他製造業
1蝦小ゼ華
19藷信輸放送華
ll肇㍉ガ磁
51
52
53

国　　立　　機　　関
地　方　公　共　団　体
非　　営　　利　　団　　廊

下16図　業種別資源サービス分布図

座標軸を設定すれば，第1象限は資源，サービスともに量

的に平均を上回っており，第2象限は資源の投入保有面

では平均を上回っているが，サービスの産出面では平均

を下回り，第4象限はサービスの産出は平均を上回るが，

資源の投入・保有面で平均を下回る。第3象限は資源・

サービスの両面で平均を下回ることを示す。

　第1象限にプロットされる産業には，石油・石炭製品

製造業，非鉄金属製品製造業，輸送用機械製造業，通信

・放送業，電気ガス業等がある。第2象限に位置づけら

れるのは出版・印刷業，金融業，サービス業，国立機関，

非営利団体がある。第4象限には繊維・衣服製造業，化

学工業，鉄鋼製品製造業，金属製品製造業，一般機械製

造業，電気機械器具製造業が分類される。以上の他は第

3象限に所属することになる。

　この象限分類によって第1象限に属する産業は，我が

国としては大規模な専門図書館が多いと言えるし，第3

象限に属する産業には小規模・零細な専門図書館が多い

と言える。そして我が国の専門図書館では約半数に近い

業種が，この第3象限に位置づけられるのが特徴であ

る。

　一方，この平面上にlr＝・Osで示される直線　（45。の

右上り直線）を描くと，この直線より上方はlrがOs

を上回る，即ち，投入保有資源の水準が産出サービスの

水準を上回っており，直線の下方は，産出サービスの水

準が投入・保有資源の水準を上回ると言える。

　lr・＝Osの線の下方に位置するのは，農林・水産・漁

業，建設業，食品製造業，繊維・衣服製造業，紙・パル

プ製造業，化学工業，ゴム製品製造業，窯業土石製品製

造業，鉄鋼製品製造業，金属製品製造業，一般機械製造

業，電気機械器具製造業，輸送用機械製造業，精密機械
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第19図　化学工業平均値推移
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第18図　食品製造業平均値推移
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第20図　鉄鋼業平均値推移
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第21図　一般機械製造業平均値推移

和雑誌（腫1

職員数（人）
一 一10

資料購入費（千円♪ 座席数（席）

1卿。　　　　　　l　　　　　’ 20

　　．≠
@ソ／二乙プィ魑1　　　　！1　　！

』こ’＼　、　　、　　、

　　　　／1　／

пQ／1．／＼
・、、　1占・　　2・・｝

P＼、ノ！　　　　　　　＼＼

v　＼＼ノ’　　　　　　　　　　　＼　、

　　／4　＞　　　＼　　　＼　　　　＼　　　　＼　　　　＼　　　　　＼　2　　　　　　　　　＼　　　、　　　　　　　　　　　　＼和隠亡脇　＼、　＼＼　　　　＼、　＼て

　　　　　　s，ocx）
　　　　i羊、讐＝（冊）　　×一一一。一一一x　1955

　　　　　　　　t（Y一一一一一A　1967

　　　　　　　　　b一一一〇　1971

　　　　　　　　N　1975
第23図　金融業平均値推移
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第22図　電気機械器具製造業平均値推移

製造業，その他製造業，電気・ガス業，地方自治団体設置専

門図書館となる。これらの業種の専門図書館はその多く

がサービス志向の図書館であると言えよう。その他の業

種はlr＝Osの上方に位置し，その業種の図書館は一般

に蓄積志向型の図書館が多いと言えよう。この蓄積志向

型とサービス志向型の分布を業種数でみるとほぼ等分さ

れている。

　以上から業種別に専門図書館をみると小規模零細であ

りながらも，その約半数がサr・一一一ビス志向を目指すという

我が国専門図書館の特徴が把i握できる。

　B・業種別専門図書館の発展の過程

　我が国専門図書館の全領域にわたって，過去へ10～20

年さかのぼり，継続的に専門図書館のデータを入手する

ことは，既存の統計が不備のため，一般には不可能であ

る。

　ただ，建設業，食品製造業，化学工業，鉄鋼製品製造

業，一般機械製造業，電気機器製造業，金融業の7業種

については，その専門図書館の業種別平均を示す8種の

デーータが専門図書館協議会の既刊報告書13）の中にまとめ

られている。即ち，職員数，資料購入費，延面積，和書・

洋書・和雑誌・洋雑誌の各蔵書数，座席数である。そ
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こで，このデータに「専門情報機関総覧1976年版」から

得られた1975年時点でのデータを付加することにより，

上記7業種専門図書館について，1955～1975年の推移の

過程を追うこととする。

　この20年間の推移を極座標上に図示したものが第17～

23図である。

　職員i数については，鉄鋼業と金融業では1955年時が今

までの最大で，その後一度極端に減少してから多少回復

に向かっている。一般機械製造業は徐々に拡大傾向にあ

るが，他の4業種は1971年時点を1ピークに減少に転じて

いる。資料購入費は絶対額でみると逐次拡大傾向にあ

る。ただ建設業，食品，一般機械の各製造業では1971年

時点がピークである。蔵書量は金融業を除けば，過去20

年間に大きな変化はみられない。金融業では蔵書量は

1967年時点をピークに減少傾向にある。面積・座席といっ

た施設面では各業種がさまざまな動きを見せるが，1975

年時点が最大値を示す例は少ない。

　以上の結果は7業種についてだけであるし，また業種

によっては，業種別平均値算出の標本数が少ないものも

あって，これだけの結果で全体傾向を結論づけるのは難

しい。しかし，この7業種の概観を通じて，少なくとも代

表的業種での専門図書：館では，既に各館毎の量的拡大の

時期は終っており，特に1971年以降では縮少過程に入っ

たと言えよう。だが…方では専門情報提供機関である専

門図書館の存在意義が薄れつつあるとは考えられない。

したがって上記の結果は専門図書館もその運営面での効

率化が求められており，それはとりも直さず今や専門図

書館も自然皐月の時期に入っていて，効率的で有効なサ

ービスの提供可能な機関のみが存続できる状況に迫られ

ていることを示しているのではないかと考えられる。

IV．結 び

　以上，わが国専門図書館の実態分析を通じて，専門図

書館の置かれている環境として少なくとも次の事実が

客観的に明らかにされた。即ち，わが国専門図書館はその

多数が小規模零細性の特徴を持ちつつ，その約半数はサ

ービス提供に重点を置いている。そのサ・一ビス提供の量

的な拡大は図書館への人的，資本的な資源の投入に見合

って増大する（その時，サービス1単位の増大に資源2

単位の投入を要する）が，特に産業界の専門図書館を中

心に，資源投入の拡大はおろか，その減少を強いられる

状況に立ちいたっている。

　このような状況の下での専門図書館の運営を如何にす

るべきかという問題は本稿のテーマではないので別稿14）

にゆずる。しかし，容易に考えられるのは，専門図書館

の効率的で有効なサービスとは何か，そのために最も効

率的な図書館への人的・物的資源の投入を如何にすべき

かという問題解決の必要性である。＋一

　このような専門図書館界が当面する問題を解決するた

めの方策を考えるに当って・直面する最大の問題はその

必要な基礎的なデータの不備，不足である。なかんずく，

専門図書館のサービス統計は皆無と言っても過言ではな

い。

　更には本稿でとりあげた実態分析上の比較的計測容易

な統計についても，更に格段の充実とその累積が必要不

可欠である。

　たとえば，前出の（7）式の中で，ゆ，lh，乃，19，万，

lt，　ln，砂のそれれその関係は（1）’，（2），（4），（5）’の

各式より明らかである。即ち，

劫＝x，B　・＝　lh＋乃，　y＝ノ＝lz＋ij

N＝・lt＋1n，か＝Z，であるから

」’r＝　f，　（y）　＋k　・　ls　＋　Ci （10）

ただしCは定数。

　ここで1’rは1rと異なり水準値ではなく，平均値

（実数）である。更にIsと．yの関係についても（1）～

（6）式と同様にして得られるはずであるから，

1’r　＝一f2　（y）　十C2 （lo）t

となる。

　（9）式を得た方法に準じてO　’sと1’rの関係が得られ

れば，専門図書館の産出サt・一・nyビスが投入資源の1種で一

元的に記述可能となる。

　しかし，現状では（10）式の算出に必要な統計データ

も不十分であり，同様に（8）式からO　’sを算出するため

の統計データも全く不備である。したがって，現状では

わが国専門図書館の資源・サービスについて，その投入

・産出の関係を分析することは不可能であると言える。

　専門図書館の実態を示す諸統計データの整備のため，

関係方面の格段の御配慮：をお願いするとともに，今後，

それらの条件が整った上で，本稿でとり上げることを試

みた諸問題の本格的な検討を行いたい。

　最後に，本稿をまとめるにあたって，専門図書館’協議

会事務局の方がたにさまざまなご配慮をいただいたこと

を記して，ここに謝意を表する。
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